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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のアプリケーション、サービス、デバイス、またはこれらの組み合わせからの第１
の当事者と第２の当事者との間の１つ以上の通信セッション上のコンテクスト情報を収集
すること；
　前記コンテクスト情報を通信履歴に集約すること；
　前記コンテクスト情報中の１つ以上の通信パラメータであって、前記通信セッションを
遂行することに関連する、通信パラメータを同定すること；
　前記通信履歴中に識別された前記通信パラメータの各々について頻度または成功率を決
定すること；
　前記通信履歴における見逃したまたは未応対の通信の記録に少なくとも部分的に基づい
て、新たな通信セッションを確立するための通信パラメータを推奨すること；
を含む、方法であって、ここで前記推奨することは、ソーシャルネットワーキングサービ
スにおける前記第２の当事者のステータスに基づいて行われる、方法。
【請求項２】
　複数のアプリケーション、サービス、デバイス、またはこれらの組み合わせからの第１
の当事者と第２の当事者との間の１つ以上の通信セッション上のコンテクスト情報を収集
すること；
　前記コンテクスト情報を通信履歴に集約すること；
　前記コンテクスト情報中の１つ以上の通信パラメータであって、前記通信セッションを
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遂行することに関連する、通信パラメータを同定すること；
　前記通信履歴中に識別された前記通信パラメータの各々について頻度または成功率を決
定すること；
　前記通信履歴における見逃したまたは未応対の通信の記録に少なくとも部分的に基づい
て、新たな通信セッションを確立するための通信パラメータを推奨すること；
を含む、方法であって、前記通信パラメータには場所に関連するパラメータが含まれ、前
記推奨することは、前記第２の当事者の場所を考慮して、前記場所に関連するパラメータ
を推奨することを含む、方法。
【請求項３】
　前記通信履歴を提示することの要求を受信することと；
　ユーザインターフェースにおいて、前記通信履歴および前記推奨された通信パラメータ
の提示を少なくとも部分的に生じさせることと；
を更に含み、
　前記ユーザインターフェースは、前記通信履歴中の３種類以上の通信セッションの時系
列表現を含むことができ；
　前記時系列表現は、前記通信履歴の時間の様々な部分を提示するようにスクロール可能
であり、前記時系列表現は、前記通信履歴における、前記識別された通信パラメータ、お
よび、各通信セッションに対する前記識別された通信パラメータの各々の成功性を、少な
くとも部分的に提示しうるように構成される、
請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記時系列表現は、複数のセクションに分割され、各セクションは、通信パラメータ、
前記通信セッションの成功性、通信アドレス、通信当事者、時間、場所、ステータス、件
名、またはこれらの組み合わせに対応する、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記ユーザインターフェースは、アニメーションを含む３次元視覚化としてレンダリン
グされる、請求項３または４に記載の方法。
【請求項６】
　少なくとも１つのプロセッサと、１つ以上のプログラムに対するコンピュータプログラ
ムコードを格納する少なくとも１つのメモリとを備える装置であって、前記コンピュータ
プログラムコードは、前記少なくとも１つのプロセッサに実行されることにより、前記装
置に、
　複数のアプリケーション、サービス、デバイス、もしくはこれらの組み合わせからの第
１の当事者と第２の当事者との間の１つ以上の通信セッション上でコンテクスト情報を収
集すること；
　前記コンテクスト情報を通信履歴に集約すること；
　前記コンテクスト情報中に１つ以上の通信パラメータを同定すること、ただし前記通信
パラメータは、前記通信セッションを遂行することに関連する、前記同定すること；
　前記通信履歴中に識別された前記通信パラメータの各々について頻度または成功率を決
定すること；
　前記通信履歴における見逃したまたは未応対の通信の記録に少なくとも部分的に基づい
て、新たな通信セッションを確立するための通信パラメータを推奨すること；
を遂行させるように構成され、ここで前記推奨することは、ソーシャルネットワーキング
サービスにおける前記第２の当事者のステータスに基づいて行われる、装置。
【請求項７】
　少なくとも１つのプロセッサと、１つ以上のプログラムに対するコンピュータプログラ
ムコードを格納する少なくとも１つのメモリとを備える装置であって、前記コンピュータ
プログラムコードは、前記少なくとも１つのプロセッサに実行されることにより、前記装
置に、
　複数のアプリケーション、サービス、デバイス、もしくはこれらの組み合わせからの第
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１の当事者と第２の当事者との間の１つ以上の通信セッション上でコンテクスト情報を収
集すること；
　前記コンテクスト情報を通信履歴に集約すること；
　前記コンテクスト情報中に１つ以上の通信パラメータを同定すること、ただし前記通信
パラメータは、前記通信セッションを遂行することに関連する、前記同定すること；
　前記通信履歴中に識別された前記通信パラメータの各々について頻度または成功率を決
定すること；
　前記通信履歴における見逃したまたは未応対の通信の記録に少なくとも部分的に基づい
て、新たな通信セッションを確立するための通信パラメータを推奨すること；
を遂行させるように構成され、ここで前記通信パラメータには場所に関連するパラメータ
が含まれ、前記推奨することは、前記第２の当事者の場所を考慮して、前記場所に関連す
るパラメータを推奨することを含む、装置。
【請求項８】
　前記装置は、さらに、
　前記通信履歴を提示することの要求を受信し、
　少なくとも部分的に、ユーザインターフェースにおける、前記通信履歴および前記推奨
された通信パラメータの提示をもたらし、
　前記ユーザインターフェースは、前記通信履歴中の３種類以上の通信セッションの時系
列表現を含むことができ、
　前記時系列表現は、前記通信履歴の時間の様々な部分を提示するようにスクロール可能
であり、前記時系列表現は、前記通信履歴における、前記識別された通信パラメータ、お
よび、各通信セッションに対する前記識別された通信パラメータの各々の成功性を、少な
くとも部分的に提示しうるように構成される、
請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記時系列表現は、複数のセクションに分割され、各セクションは、通信パラメータ、
前記通信セッションの成功性、通信アドレス、通信当事者、時間、場所、ステータス、件
名、またはこれらの組み合わせに対応する、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記ユーザインターフェースは、アニメーションを含む３次元視覚化としてレンダリン
グされる、請求項８または９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記装置は移動電話であり、
　ディスプレイの使用を通じて、前記移動電話の少なくとも一部の機能のユーザ制御を円
滑化するように構成され、かつユーザ入力に応答するように構成される、ユーザインター
フェース回路およびユーザインターフェースソフトウェアと；
　前記移動電話のユーザインターフェースのうちの少なくとも一部分を表示するように構
成される、ディスプレイおよび表示回路であって、前記移動電話の少なくとも一部の機能
のユーザ制御を円滑化するように構成される、ディスプレイおよび表示回路と；
をさらに備える、請求項６から１０のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１２】
　１つ以上のプロセッサによって実行される時、装置に、少なくとも請求項１から５のい
ずれか１項に記載の方法のステップを遂行させる、１つ以上の命令の１つ以上のシーケン
スを含む、コンピュータプログラム。
【請求項１３】
　請求項１から５のいずれか１項に記載の方法を遂行するための手段を備える、装置。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　モデム通信技術は、ユーザが、種々の形態の通信（例えば、電話、テキストメッセージ
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ング、電子メール、ソーシャルネットワーキングサービス等）を、容易に切り替えること
ができる程に、発達および多様化している。これらの通信は、例えば、単一のデバイスま
たは任意の数のデバイス（例えば、移動電話、自宅電話、勤務先電話、コンピュータ、イ
ンターネットタブレット等）を使用して、遂行され得る。しかしながら、かかる多様な形
態の通信の容易な利用可能性はまた、ユーザが、利用可能な通信技術をより効果的に使用
することを助力するために、種々の形態の通信およびデバイスにわたる過去の通信記録を
保持する必要性が存在することを明らかにした。従来、デバイスには通信履歴の概略が記
憶され、種々の形態の通信を使用した、デバイスと任意の他の通信当事者との間の過去の
通信を示していた。しかし、これは、デバイスと特定の当事者との間の詳細な通信履歴は
提供しない。さらに、デバイスのユーザは、時折、着信通信を見逃す場合があり、かつ見
逃した通信に返事することを忘れる場合があるか、または見逃した通信に返事する最良の
方法が分からない場合がある。したがって、サービスプロバイダおよびハードウェアメー
カーは、通信当事者間の詳細な情報を有する包括的な通信履歴を提供することに対する重
大な技術的課題に直面している。
【いくつかの例示的な実施形態】
【０００２】
　したがって、包括的な通信履歴を形成する、および通信履歴を効果的に提示するための
手法への必要性が存在する。
【０００３】
　一実施形態によると、方法は、複数のアプリケーション、サービス、デバイス、または
これらの組み合わせからの第１の当事者と第２の当事者との間の１つ以上の通信セッショ
ン上のコンテクスト情報を収集することを含む。該方法はまた、コンテクスト情報を通信
履歴へと集約することを含む。該方法はさらに、コンテクスト情報中に、通信セッション
を遂行することに関連する１つ以上の通信パラメータを同定することを含む。該方法はさ
らに、通信履歴の中に識別された通信パラメータの各々の頻度または成功率を決定するこ
とを含む。
【０００４】
　別の実施形態によると、装置は、少なくとも１つのプロセッサと、コンピュータプログ
ラムコードを格納する少なくとも１つのメモリとを備え、少なくとも１つのメモリおよび
コンピュータプログラムコードは、少なくとも１つのプロセッサで、少なくとも部分的に
、装置に、複数のアプリケーション、サービス、デバイス、またはこれらの組み合わせか
らの第１の当事者と第２の当事者との間の１つ以上の通信セッション上のコンテクスト情
報を収集させるように構成される。該装置はまた、コンテクスト情報を通信履歴へと集約
させられる。該装置はさらに、コンテクスト情報中に、通信セッションを遂行することに
関連する１つ以上の通信パラメータを識別させられる。該装置はさらに、通信履歴中に識
別された通信パラメータの各々の頻度または成功率を決定させられる。
【０００５】
　別の実施形態によると、１つ以上の命令の１つ以上のシーケンスを担持する、コンピュ
ータが読取可能な記憶媒体は、１つ以上のプロセッサによって実行される時、少なくとも
部分的に、装置に、複数のアプリケーション、サービス、デバイス、またはこれらの組み
合わせからの第１の当事者と第２の当事者との間の１つ以上の通信セッション上のコンテ
クスト情報を収集させる。該装置はまた、コンテクスト情報を通信履歴へと集約させられ
る。該装置はさらに、コンテクスト情報の中に、通信セッションを遂行することに関連す
る１つ以上の通信パラメータを識別させられる。該装置はさらに、通信履歴の中に識別さ
れた通信パラメータの各々の頻度または成功率を決定させられる。
【０００６】
　別の実施形態によると、装置は、複数のアプリケーション、サービス、デバイス、また
はこれらの組み合わせからの第１の当事者と第２の当事者との間の１つ以上の通信セッシ
ョン上のコンテクスト情報を収集するための手段を備える。該装置はまた、コンテクスト
情報を通信履歴へと集約するための手段を備える。該装置はさらに、コンテクスト情報中
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に１つ以上の通信パラメータを同定するための手段を備える。この通信パラメータは、通
信セッションを遂行することに関連する。該装置はさらに、通信履歴の中に識別された通
信パラメータの各々の頻度または成功率を決定するための手段を備える。
【０００７】
　本発明のさらなる他の側面、特性、および利点は、単に、本発明を実行するために企図
される最良の形態を含む、いくつかの特定の実施形態および実装を例示することにより、
以下の詳細な説明から容易に明らかとなる。本発明はまた、他のおよび異なる実施形態が
可能であり、かつそのいくつかの詳細は、全て本発明の精神および範囲から逸脱すること
なく、種々の明らかな点において修正することができる。したがって、図面および説明は
、事実上、制限としてではなく、例示として見なされるものとする。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
　本発明の実施形態を、限定する意図ではなく例示の目的のために、添付図面を用いて説
明する。
【図１】一実施形態に従う、通信履歴を提示することができるシステムの図である。
【図２】一実施形態に従う、通信ウィジェットの構成要素の図である。
【図３】一実施形態に従う、通信履歴を提示するためのプロセスのフローチャートである
。
【図４】一実施形態に従う、通信パラメータを推奨するためのプロセスのフローチャート
である。
【図５】一実施形態に従う、画面上に通信履歴および他の関連情報を表示するためのプロ
セスのフローチャートである。
【図６】一実施形態に従う、画面上の通信履歴の時系列をスクロールするためのプロセス
のフローチャートである。
【図７Ａ】一実施形態に従う、図３のプロセスにおいて利用されるユーザインターフェー
スの図である。
【図７Ｂ】一実施形態に従う、図３のプロセスにおいて利用されるユーザインターフェー
スの図である。
【図７Ｃ】一実施形態に従う、図３のプロセスにおいて利用されるユーザインターフェー
スの図である。
【図８】別の実施形態に従う、図３のプロセスにおいて利用されるユーザインターフェー
スの図である。
【図９】本発明の実施形態を実装するために使用することができる、ハードウェアの図で
ある。
【図１０】本発明の実施形態を実装するために使用することができる、チップセットの図
である。
【図１１】本発明の実施形態を実装するために使用することができる、移動端末（例えば
、ハンドセット）の図である。
【いくつかの実施形態の説明】
【０００９】
　通信履歴を提示するための方法、装置、およびコンピュータプログラムの実施例を開示
する。以下の説明において、説明の目的上、本発明の実施形態の完全な理解を提供するた
めに、数々の具体的な詳細が記載される。しかしながら、本発明の実施形態は、これらの
具体的な詳細を有することなく、または同じような構成を用いて実施され得ることが、当
業者には明白である。他の例において、よく知られる構造およびデバイスは、本発明の実
施形態を不必要に不明瞭にすることを回避するために、ブロック図形態で示される。
【００１０】
　図１は、一実施形態に従う、通信履歴を提示することができるシステムの図である。先
に述べたように、現代通信システムは、ユーザに、例えば、電話呼、電子メール、テキス
トメッセージ、インスタントメッセージ、および他の同様の通信形態を含む、大きくかつ
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多様な範囲の通信オプションを提供する。複雑性のレイヤーを付加するものとして、ある
ユーザと通信したり、またはあるユーザによって通信がなされるための方法として、同じ
通信形態（もしくは通信タイプ）内でさえ、複数の電話番号（例えば、自宅、勤務先、携
帯電話等）やアドレス（例えば、勤務先電子メール、個人用電子メール等）、サービス（
例えば、Ｆａｃｅｂｏｏｋ、ＭｙＳｐａｃｅ等）など、複数の方法が存在しうる。例えば
、電話通信において、ユーザは、自宅電話番号または移動電話番号のいずれかを使用して
発呼することを選択するだろう。別の例として、電子メール通信において、ユーザは、勤
務先電子メールアドレスおよび個人用電子メールアドレスを有するかもしれない。加えて
、通信方法は、電話呼、電子メール、またはテキストメッセージといった、私的通信を含
んでもよく、ここでは、通信は、１人以上の当事者に向けられてもよい。通信方法はまた
、ＦａｃｅｂｏｏｋもしくはＴｗｉｔｔｅｒといった、ソーシャルネットワーキングウェ
ブサイト上でのステータス更新といった、公開的または半公開的な通信を含んでもよく、
ここでは、通信の受信者は、ユーザ設定に依存して、ネットワーク上の誰であってもよい
。したがって、ユーザは現在、日々のタスクまたは事業活動を遂行するために、任意の数
の通信サービスに日常的に依存している。同時に、通信の洪水はまた、ユーザが、通信を
見逃す、または通信への応答に失敗することをより容易にする。
【００１１】
　さらに、ハードウェア技術の発達に伴い、現代通信デバイスのうちの多くが、単一のデ
バイス内で、種々の他のタスクとともに複数の通信形態に対応することができる。例とし
て、単一のデバイス上で複数の機能またはタスクを動作させる時、ユーザは、移動デバイ
ス上で他のタスク（例えば、映画を再生する、またはゲームをする）によって占有されて
いるといった、種々の理由により、着信通信に応答することができない場合がある。他の
場合、ユーザは、単に通信を見逃し、次いで、見逃した通信に応答するか、または確認す
ることを忘れる場合がある。さらに、１つのデバイスにおける複数の通信形態により、ユ
ーザは、例えば、緊急テキストメッセージに応対しようとしている間に、電話呼に応対す
ることができない場合がある。したがって、成功した通信の履歴に加え、見逃した、また
は未応対の通信の記録を保持する構造化された方法への必要性が存在する。従来、移動デ
バイスは、複数の通信形態の履歴を保持することができ、履歴は、通信時間、または通信
当事者の電話番号もしくは名前といった、通信に関する情報といった、情報を有すること
ができる。しかしながら、この履歴は、特定のユーザによって使用される通信形態に依存
して、複数のサービスおよびデバイスにわたって広げることができる。結果として、複数
の通信形態が使用される時の当事者間の通信の完全な記録または履歴を入手することは、
ユーザにとって、しばしば、極端に困難または厄介である。
【００１２】
　この問題に対処するために、図１のシステム１００は、以下の能力を導入する：（１）
当事者間の種々の通信セッション上でコンテクスト情報を収集する。
（２）収集したコンテクスト情報を共通の通信履歴に集約する。
（３）コンテクスト情報中の通信パラメータ（例えば、通信タイプ、通信アドレス、場所
、時間、ステータス、スケジュール、件名、通信当事者等）を同定する。
（４）通信履歴および関連情報に基づいて、新たな通信を確立するための通信方法または
通信パラメータを推奨する。
【００１３】
　特に、システム１００は、通信セッションに関する情報を含む、当事者間の包括的な通
信履歴を形成するための、通信セッションに関する種々の情報を収集することを可能にす
る。システム１００は、履歴を分析することによって、通信が行われようとしている場合
は通信方法（すなわち、通信パラメータ）を推奨したり、収集された通信履歴をユーザに
提示するためのユーザインターフェースを提示したりすることができる。通信方法の推奨
は種々の要因に基づく。それには、通信履歴において識別された各通信パラメータを使用
して通信セッションを行った頻度や成功率を含む。例えば、１つの通信パラメータは通信
タイプであり得る。この場合、システム１００は、ユーザが友人と連絡をとることに最も
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成功していたのは、午後７ｐｍから１０ｐｍの間に、友人の自宅の番号に発呼することで
あったということを、通信履歴から検出することができる。したがって、システム１００
は、ユーザに、友人と連絡をとることに最も成功する可能性が高い、通信パラメータ（例
えば、通信タイプ＝電話呼、時間＝７ｐｍから１０ｐｍ等）を推奨することができる。シ
ステム１００はまた、通信パラメータに基づいて、種々の通信セッションをカテゴリに分
類すること、および時系列に沿って、カテゴリに従って過去の通信セッション（すなわち
、通信履歴）を表示することを可能にする。ここで、時系列は、時間における２つの点間
の期間の視覚的表現である。カテゴリに従う通信履歴の表示は、好ましくは、３次元表現
および／またはアニメーションとして提示される。
【００１４】
　図１に示されるように、システム１００は、通信ネットワーク１０５を介して、相互な
らびに通信サービス１０３への接続を有する、ユーザ機器（ＵＥ）１０１ａ～１０１ｎを
備える。例として、システム１００の通信ネットワーク１０５は、データネットワーク（
図示せず）、ワイヤレスネットワーク（図示せず）、テレフォニーネットワーク（図示せ
ず）、または任意のこれらの組み合わせといった、１つ以上のネットワークを含む。デー
タネットワークは、任意のローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、メトロポリタンエリ
アネットワーク（ＭＡＮ）、ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）、公開データネットワ
ーク（例えば、インターネット）、短距離ワイヤレスネットワーク、または商業的に所有
される、専用パケット交換ネットワーク、例えば、専用ケーブルもしくは光ファイバネッ
トワークおよび類似のものといった、任意の他の好適なパケット交換ネットワーク、また
は任意のこれらの組み合わせであってもよい。加えて、ワイヤレスネットワークは、例え
ば、セルラネットワークであってもよく、ＥＤＧＥ、汎用パケット無線サービス（ＧＰＲ
Ｓ）、移動通信用グローバルシステム（ＧＳＭ）、インターネットプロトコルマルチメデ
ィアサブシステム（ＩＭＳ）、ユニバーサル移動通信システム（ＵＭＴＳ）等、ならびに
任意の他の好適なワイヤレス媒体、例えば、マイクロ波アクセスの国際的相互運用性（Ｗ
ｉＭＡＸ）、長期展開（ＬＴＥ）ネットワーク、符号分割多重アクセス（ＣＤＭＡ）、広
帯域符合分割多重アクセス（ＷＣＤＭＡ）、ワイヤレスフィデリティ（ＷｉＦｉ）、ワイ
ヤレスＬＡＮ（ＷＬＡＮ）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、インターネットプロトコ
ル（ＩＰ）データキャスティング、衛星、移動アドホックネットワーク（ＭＡＮＥＴ）お
よび類似のもの、または任意のこれらの組み合わせを含む、種々の技術を採用してもよい
。
【００１５】
　ＵＥ１０１は、移動ハンドセット、局、ユニット、デバイス、マルチメディアコンピュ
ータ、マルチメディアタブレット、インターネットノード、コミュニケータ、デスクトッ
プコンピュータ、ラップトップコンピュータ、個人用デジタル補助装置（ＰＤＡ）、オー
ディオ／ビデオプレーヤ、デジタルカメラ／カムコーダ、測位デバイス、テレビ受信器、
無線放送受信器、電子書籍デバイス、ゲームデバイス、もしくは任意のこれらの組み合わ
せを含む、任意のタイプの移動端末、固定端末、または携帯型端末である。ＵＥ１０１が
、ユーザへの任意のタイプのインターフェース（「ウェアラブル」回路等といった）をサ
ポートすることができるということもまた企図される。ＵＥ１０１はまた、通信履歴デー
タを記憶するため、及び／又は、記憶されたデータにアクセスするためのデータ記憶媒体
１０９を含むか、またはそれに接続される。
【００１６】
　ＵＥ１０１は、通信ウィジェット１０７を備えてもよい。通信ウィジェット１０７は、
ＵＥ１０１で利用可能な通信形態を使用して、種々の通信動作に対応することができる。
例えば、通信ウィジェット１０７は、ＵＥ１０１を介して着信または発信通信を管理して
もよく、受信した、または処理された通信を表示してもよい。ある実施形態において、通
信ウィジェット１０７はまた、ユーザが、任意の利用可能な通信形態を使用して、通信ネ
ットワーク１０５上での通信を制御すること、またはかかる通信の履歴を観視することを
可能にするように、視覚化（例えば、グラフィカルユーザインターフェース）を提供して
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もよい。例えば、通信ウィジェット１０７は、ＵＥ１０１ａ～１０１ｎとの通信を選択す
るためのオプションを備えてもよい。さらに、通信ウィジェット１０７は、ユーザが、任
意のインターネットベースのウェブサイトと通信すること、または通信サービス１０３を
介して、電子メールサービスを使用することを可能にする、インターフェースを備えても
よい。例えば、通信ウィジェット１０７は、インターネットにアクセスするため、及び／
又は、電子メールを送信および受信するための視覚的インターフェースを備えてもよい。
通信ウィジェット１０７はまた、人気率、アクセス履歴、ファイルのサイズ、ファイルの
作成時間等といった、リスト上のデータファイルからの情報を表示するための視覚的イン
ターフェースを備えてもよい。加えて、通信ウィジェット１０７はまた、ソーシャルネッ
トワークサービスと相互作用するためのインターフェースを備えてもよい。通信ウィジェ
ット１０７は、通信履歴データにアクセスする、またはそれを記憶するためのデータ記憶
媒体１０９と通信してもよい。さらに、通信ウィジェット１０７はまた、別のＵＥ１０１
または通信サービス１０３と通信してもよい。
【００１７】
　さらに、通信ウィジェット１０７は、通信履歴データを収集し、収集したデータを使用
してタスクを遂行してもよい。例えば通信ウィジェット１０７は、通信セッションの記録
を保持すると共に、通信の成功性、通信セッションの時間、通信セッションのために使用
された通信形態等といった、通信に関連するコンテクスト情報や他の情報を保持しても良
い。各通信セッションは、電話呼、電子メールメッセージ、テキストメッセージ、または
任意の他の試行されたもしくは成功した通信を含んでもよい。一実施形態において、通信
ウィジェット１０７は、通信履歴を形成するべく、このコンテクスト情報を収集する。通
信セッションに関するコンテクスト情報は、通信の開始時、通信の終了時、または通信中
の任意の時間に記録されてもよい。この情報は、データ記憶媒体１０９またはサービス記
憶媒体１１１に記憶されてもよい。蓄積された情報および通信履歴は、当事者に連絡する
ための通信方法を推奨するために、および／または複数の通信形態を網羅する通信履歴の
表現を提示するために、通信ウィジェット１０７によって使用されてもよい。代替として
、通信方法を推奨するため、または通信履歴を提示するための計算もまた、通信サービス
１０３において遂行されてもよく、計算の結果がＵＥ１０１に送信されるものであっても
よい。一部の実施形態において、通信ウィジェット１０７は、通信履歴を３次元に視覚化
して表示するように、３次元レンダリングソフトウェアおよびハードウェアと通信しても
よい。
【００１８】
　通信サービス１０３は、ＵＥ１０１ａ～１０１ｎが、通信ネットワーク上で相互に通信
することができるように、通信に関連する種々のサービスを、ＵＥ１０１ａ～１０１ｎに
提供する。通信サービス１０３によって提供されるサービスは、セルラ電話サービス、イ
ンターネットサービス、データ転送サービス等を含んでもよい。通信サービス１０３はま
た、音楽、ビデオ、テレビサービス等といったコンテンツを提供してもよい。通信サービ
ス１０３は、データを記憶またはデータにアクセスするために、サービス記憶媒体１１１
に接続されてもよい。通信サービス１０３はまた、種々の計算を遂行することができ、こ
れらの一部は、ＵＥ１０１に対して遂行される。例えば、ＵＥ１０１は、他のユーザとの
あるユーザの通信に関する情報を、通信サービス１０３に送信してもよく、通信サービス
１０３は、ユーザの通信傾向を計算し、結果をＵＥ１０１に送信し戻してもよい。
【００１９】
　例として、ＵＥ１０１および通信サービス１０３は、よく知られる、新たな、または依
然として開発中のプロトコルを使用して、相互に、および通信ネットワーク１０５の他の
構成要素と通信する。プロトコルは、通信ネットワーク１０５内のネットワークノードが
、通信リンク上で送信される情報に基づいてどのように相互作用するかを定義する一組の
規則を含む。プロトコルは、種々のタイプの物理信号を生成および受信することから、そ
れらの信号を、それらの信号によって示される情報の形式へ転送するためのリンクを選択
すること、どのコンピュータシステム上で実行するソフトウェアアプリケーションが、情
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報を送信または受信するかを同定することまで、各ノード内の様々なレイヤーの動作で有
効である。ネットワーク上で情報を交換するための様々なプロトコルのレイヤーの概念は
、開放型システム間相互接続（ＯＳＩ）参照モデルにおいて説明される。
【００２０】
　ネットワークノード間の通信は、典型的に、個別のデータパケットを交換することによ
って、達成される。各パケットは、典型的に、（１）特定のプロトコルに関連付けられる
ヘッダ情報、および（２）ヘッダ情報に続き、かつその特定のプロトコルとは独立して処
理され得る情報を格納する、ペイロード情報を含む。一部のプロトコルにおいて、パケッ
トは、（３）ペイロードに続き、かつペイロード情報の終了を示す、トレイラ情報を含む
。ヘッダは、パケットのソース、その送り先、ペイロードの長さ、およびプロトコルによ
って使用される他の特性といった、情報を含む。しばしば、特定のプロトコルに対する、
ペイロードにおけるデータは、異なる、より高い層のＯＳＩ参照モデルと関連付けられる
、異なるプロトコルに対する、ヘッダおよびペイロードを含む。特定のプロトコルに対す
るヘッダは、典型的に、そのペイロードに格納される次のプロトコルに対するタイプを示
す。より高い層のプロトコルは、より低い層のプロトコルにカプセル化されると言われる
。インターネットといった複数の異種ネットワークを横断するパケットに含まれるヘッダ
は、典型的に、ＯＳＩ参照モデルによって定義されるように、物理（層１）ヘッダ、デー
タリンク（層２）ヘッダ、インターネットワーク（層３）ヘッダ、および輸送（層４）ヘ
ッダ、ならびに種々のアプリケーションヘッダ（層５、層６、および層７）を含む。
【００２１】
　図２は、一実施形態に従う、通信ウィジェット１０７の構成要素の図である。例として
、通信ウィジェット１０７は、通信履歴を提示するための１つ以上の構成要素を含む。こ
れらの構成要素の機能は、１つ以上の構成要素に組み合わされてもよく、または同じよう
な機能性の他の構成要素によって遂行されてもよいことが、企図される。本実施形態にお
いて、通信ウィジェット１０７は、コントローラ２０１と、入力モジュール２０３と、計
算モジュール２０５と、提示モジュール２０７と、通信モジュール２０９とを含む。コン
トローラ２０１は、入力モジュール２０３、計算モジュール２０５、提示モジュール２０
７、および通信モジュール２０９によって遂行されるタスクを含む、複数のタスクを監視
する。入力モジュール２０３は、通信ウィジェット１０７および／またはＵＥ１０１の通
信機能を制御するための入力を管理および通信する。入力は、ＵＥ１０１上のボタンを押
下すること、タッチ画面をタッチすること、ダイヤルまたはパッドを通じてスクロールす
ること等を含む、種々の形態であってもよい。計算モジュール２０５は、収集されたコン
テクスト情報に基づいた種々の計算および推定を遂行する。この計算や推定には、過去の
通信セッションに関する情報を使用して通信履歴を形成することや、その情報に基づいて
、通信方法を推奨することを含む。提示モジュール２０７は、情報を伝達し、かつユーザ
が、インターフェースを介して、ＵＥ１０１と相互作用することを可能にするように、グ
ラフィカルユーザインターフェースといった、ユーザインターフェースの表示を制御する
。さらに、提示モジュール２０７は、それらの動作（例えば、コンテクスト情報、通信履
歴、または推奨された通信パラメータの伝達）中に生成される任意の情報を表示するよう
に、コントローラ２０１、入力モジュール２０３、および通信モジュール２０９と相互作
用する。通信モジュール２０９は、電話呼、テキストメッセージング、インスタントメッ
セージング、インターネット通信（例えば、ボイスオーバインターネットプロトコル（Ｖ
ｏＩＰ）、ソーシャルネットワーキングメッセージ等）といった、いずれの着信および発
信通信も管理および制御する。ＵＥ１０１もまた、通信ウィジェット１０１が、通信履歴
データにアクセス、またはそれを記憶することができるように、データ記憶媒体１０９ａ
～１０９ｎといった記憶媒体に接続されてもよい。例として、データ記憶媒体１０９ａ～
１０９ｎがローカルではない場合、それらは、通信ネットワーク１０５を介してアクセス
されてもよい。ＵＥ１０１もまた、通信ウィジェット１０７が、サービス記憶媒体１１１
内の通信履歴データを管理する、またはそれにアクセスすることが可能となり得るように
、通信ネットワーク１０５を介してサービス記憶装置１１１に接続されてもよい。例えば
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、通信ウィジェット１０７は、各通信パラメータに関して、通信セッションの頻度または
成功率の情報を記憶することができる。
【００２２】
　図３は、一実施形態に従う、通信履歴を提示するためのプロセスのフローチャートであ
る。一実施形態において、通信ウィジェット１０７は、プロセス３００を遂行。一実施形
態において、通信ウィジェット１０７は、図１０に示されるように、例えば、プロセッサ
およびメモリを備えるチップセット内に実装される。ステップ３０１において、通信ウィ
ジェット１０７は、通信当事者間の通信セッションにおけるコンテクスト情報を収集する
。このコンテクスト情報は、ＵＥ１０１、通信サービス１０３、データ記憶媒体１０９、
サービス記憶媒体１１１、または他の類似のデータレポジトリで利用可能であってもよい
。一実施形態において、コンテクスト情報は、通信タイプ、通信アドレス、通信当事者、
時間、場所、ステータス、および件名といった、通信セッションを遂行することに関連す
る通信パラメータを含んでもよい。ステップ３０３では、収集されたコンテクスト情報に
基づいて、通信履歴が形成される。より具体的には、通信ウィジェット１０７は、１つ以
上の通信形態による、または他の通信パラメータのいずれかによる、通信セッションの通
信履歴に関する情報を集約する。ステップ３０５では、通信セッションが、対応する通信
セッションに関連付けられる通信パラメータを同定することによって（例えば、通信セッ
ションに関して収集されるコンテクスト情報を解析または分析することによって）、整理
される。例えば通信ウィジェット１０７は、通信履歴を形成するように、１つ以上の他の
当事者（例えば、個人当事者やグループ）とのＵＥ１０１で行われる種々の通信セッショ
ン（例えば、異なる時間フレームの、および異なる通信方法による）に関連するコンテク
スト情報を検出および集約する。通信セッションの各々は、通信セッションの時間、通信
方法等を含む、１つ以上の通信パラメータとリンクまたは関連付けられてもよい。次いで
、ステップ３０７に示されるように、新たな通信を確立するために推奨する通信方法が、
（例えば、１つ以上の推奨された通信パラメータに基づいて）決定される。
【００２３】
　通信パラメータを推奨するために、通信パラメータの各々の頻度および成功率が決定さ
れ、最も望ましい（例えば、最も高い成功率に関連付けられる）通信パラメータまたはパ
ラメータセットが推奨される。例えば、考慮される通信パラメータが、通信タイプ（例え
ば、電話呼、テキストメッセージ、電子メール）である場合、当事者と通信するための最
良の方法を推奨するように、各通信タイプに対する頻度および成功率が決定される。別の
実施例として、通信パラメータとして時間が考慮される場合、当事者と通信するための最
良の時間を推奨するために、各時間フレームに対する頻度および成功率が決定されてもよ
い。１つ以上の通信パラメータを推奨するためのプロセスは、図４のプロセス４００に関
して、以下でさらに詳細に説明される。通信パラメータ推奨が決定されると、ステップ３
０９に示されるように、通信履歴が表示される。通信履歴を表示する時、収集された情報
のいずれかが、各通信セッションに関する詳細な情報を提供するように表示されてもよい
。さらに、新たな通信を確立するための推奨されたパラメータが、通信履歴とともに表示
されてもよい。
【００２４】
　図４は、一実施形態に従う、通信パラメータを推奨するためのプロセスのフローチャー
トである。一実施形態において、通信ウィジェット１０７は、例えば図１０に示されるよ
うに、プロセッサおよびメモリを備えるチップセット内に実装され、プロセス４００を遂
行する。ステップ４０１において、通信ウィジェット１０７は、通信当事者間の通信履歴
を形成し、通信履歴に関連する情報を集約する。ステップ４０３において、通信ウィジェ
ット１０７は、当事者間の通信方法および／または任意の他の通信パラメータが推奨され
るべきかどうかを決定する。これは、種々の要因に基づいて決定され得る。例えば、通信
ウィジェット１０７は、成功しなかった通信セッションの総回数が既定の数に到達した場
合、当事者間の通信を推奨し得るように、構成されてもよい。別の実施例において、通信
セッションが連続して所定回数成功しなかった場合、通信を推奨するかどうかを決定する
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ために考慮されてもよい。通信が成功したか否かは、一方の当事者によって開始される通
信が、他方の当事者によって応答されたかどうかを考慮することによって決定されてもよ
い。例えば、通信は、既定の時間制限（例えば、１０時間）内に、電話呼が応対されるか
、または電子メールが返信される場合、成功であると考慮されてもよい。電話呼が応対さ
れない場合、電話呼は不成功としてフラグを付加される。しかしながら、電話呼が応対さ
れず、発呼者が音声メールを残し、かつ当事者が電話をかけ直すことによって応答する場
合、発呼者による最初の電話呼は、フラグを付加されなくてもよく、このため、もはや不
成功として扱われなくてもよい。
【００２５】
　当事者間の通信方法が、推奨されるものでない場合、通信ウィジェット１０７は、ステ
ップ４０９に示されるように、通信セッションを遂行するための利用可能なオプションを
提供してもよく、新たな通信セッションを確立するための通信パラメータの特定の推奨を
提供しない。しかしながら、当事者間の通信方法が、推奨されるものである場合、通信ウ
ィジェット１０７は、ステップ４０５に示されるように、新たな通信セッションを確立す
るための１つ以上の通信パラメータを推奨するように、収集した通信履歴、およびその中
に格納される種々の通信パラメータを考慮する。本発明において、集約された通信履歴は
、デバイス（例えば、ＵＥ１０１ａ）と、別のデバイス（例えば、ＵＥ１０１ｂ）との間
の通信履歴であってもよい。しかし、集約された通信履歴は、３つ以上のデバイスを含ん
でいてもよい。例えば、集約された通信履歴は、デバイス（例えば、ＵＥ１０１ａ）と、
他のデバイスグループ（例えば、ＵＥ１０１ｂ～ＵＥ１０１ｎ）との間の通信履歴、また
は３つのデバイス（例えば、ＵＥ１０１ａ、ＵＥ１０１ｂ、およびＵＥ１０１ｃ）の間の
３方向の通信履歴であってもよい。加えて、通信履歴は、デバイス自身ではなくむしろ個
人またはデバイス（例えば、ＵＥ１０１ａ～１０１ｎ）のユーザグループに関連付けられ
てもよい。このように、ユーザが、いくつかのデバイスを使用して通信する場合、通信ウ
ィジェットは、包括的な通信履歴を依然として提供することができる。
【００２６】
　先に述べたように、通信パラメータは、通信タイプ（すなわち、通信形態）、通信アド
レス、場所、時間、ステータス、スケジュール、件名、通信当事者等、または任意のこれ
らの組み合わせを含んでもよい。例えば、パラメータとして通信タイプを考慮する時、任
意の他の通信タイプよりも、より成功した通信セッションが、電子メールを使用して確立
されてきた場合、電子メールが、推奨パラメータとして推奨される。通信アドレスを考慮
する実施例において、相手方当事者との連絡が、自宅電話番号を用いるよりも、勤務先電
話番号を用いてとりやすかった場合には、勤務先電話番号が、推奨されたパラメータとし
て推奨される。これらの２つのパラメータが、基準として、組み合わせて使用される場合
、通信ウィジェット１０７は、勤務先電子メールアドレスが、例えば、勤務先電話番号、
自宅電話番号、および個人用電子メールアドレスを介して通信する上で、当事者と通信す
るための最も成功するかつ推奨された方法であると見出し得る。通信パラメータとしての
場所に関する実施例において、通信が、自宅場所よりも、勤務先場所で最も成功する場合
、勤務先場所への連絡が推奨される。ある実施形態において、ＵＥ１０１は、通信セッシ
ョンがＵＥ１０１で開始される時、ＵＥ１０１の場所を決定しうる全地球測位システム（
ＧＰＳ）デバイスとリンクされてもよい。さらに、基準として通信時間が考慮される時、
例えば、当事者と通信するための最も成功する時間は、１２：００ＰＭから１：００ＰＭ
の間の昼食時間前後であってもよく、この時間が、推奨されるであろう。１日の時間は、
時間によって分割されてもよく、またはスケジュールによって分割されてもよい（例えば
、９：００ＡＭから５：００ＰＭの勤務時間、１２：００ＰＭから１：００ＰＭの昼食時
間、５：００ＰＭから１２：００ＡＭの勤務後の時間、１２：００ＡＭから７：００ＰＭ
の睡眠時間等）。また、ステータスが、パラメータとして考慮されてもよく、ステータス
は、ＵＥ１０１において、またはＦａｃｅｂｏｏｋ、Ｔｗｉｔｔｅｒ、およびＭｙＳｐａ
ｃｅといったソーシャルネットワーキングサービスのプロファイルにおいて設定されても
よい。例えば、ステータスが「忙しい」よりも「利用可能」として設定される時に、通信
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が最も成功してきた場合、ステータスが「利用可能」として設定される時に通信すること
が推奨される。さらに、例えば、ユーザのスケジュールにおける任意の予定された事象が
、通信セッション毎にモニタされるように、ユーザのスケジュールが使用されてもよい。
さらに、各通信セッションの件名、および通信当事者の名前やカテゴリもまた、パラメー
タとして考慮されてもよい。
【００２７】
　ステップ４０７に示されるように、新たな通信セッションを確立するために推奨する１
つ以上の通信パラメータが決定された後、推奨されたパラメータを使用して通信を遂行す
るように、オプションが提供される。このオプションは、ＵＥ１０１の画面上に表示され
てもよく、通信が行われる当事者の名前も示してもよい。
【００２８】
　図５は、一実施形態に従う、画面上に通信履歴および他の関連情報を表示するためのプ
ロセスのフローチャートである。一実施形態において、通信ウィジェット１０７は、プロ
セス５００を遂行する。一実施形態において、通信ウィジェット１０７は、図１０に示さ
れるように、例えば、プロセッサおよびメモリを含むチップセットに実装される。ステッ
プ５０１において、通信ウィジェット１０７は、通信当事者間の詳細な通信履歴の提示に
対する要求を受信する。ステップ５０３において、一方の当事者に関する情報が、一方の
側に表示され、他方の当事者に関する情報が、画面の他方の側に表示される。各当事者に
関する情報は、当事者の名前、場所、写真、ステータス等を含んでもよい。ステップ５０
５において、通信の１つのカテゴリの通信履歴が、画面の１つのセクションに表示される
。このカテゴリはさらに、それぞれ対応する当事者に属する個別のセクションに分割およ
び表示されてもよい。ステップ５０７では、通信の別のカテゴリの通信履歴が画面の別の
セクションに表示される。このカテゴリもまた、さらに別個のセクションに分割および表
示されてもよく、各セクションは、対応する当事者に属してもよい。通信のカテゴリはま
た、私的通信および公開通信に分割されてもよい。私的通信に含まれる情報は、特定の送
信当事者および受信当事者以外の当事者には利用可能ではないようにされる。私的通信は
、特定の当事者への電話呼、電子メール、テキストメッセージ等を含んでもよい。対照的
に、公開通信は、一般公衆または公衆のうちの選択されたメンバに可視的であってもよい
情報の通信を含む。公開通信は、ソーシャルネットワーキングサービスを介した通信を含
んでもよく、ユーザプロファイル、ステータス、またはプロファイルページに掲示される
メッセージが、公衆、または友人といった公衆のうちの選択されたメンバに利用可能であ
ってもよい。他の形態の公開通信は、フォーラムの掲示、ブログの投稿、公開ウェブペー
ジ等を含む。さらに、通信ウィジェット１０７のユーザインターフェースは、ユーザが情
報をより効果的に視覚化することを助力するために、各セクションが、３次元物体の部分
として示されるように、設定されてもよい。例えば、ユーザインターフェースは、３次元
物体の一部分に私的通信を、物体の別の部分に公開通信を表示してもよい。加えて、ステ
ップ５０９において、新たな通信セッションを確立するための任意の推奨された通信パラ
メータが、ユーザインターフェースまたは画面のなお別のセクションに表示される。
【００２９】
　図６は、一実施形態に従う、画面上の通信履歴の時系列をスクロールするためのプロセ
スのフローチャートである。一実施形態において、通信ウィジェット１０７は、例えば図
１０に示されるように、プロセッサおよびメモリを備えるチップセットに実装され、プロ
セス６００を遂行する。ステップ６０１において、通信ウィジェット１０７は、各通信セ
ッションが発生した時を示す時系列に沿って、通信履歴を表示する。ステップ６０３にお
いて、画面上の時系列をスクロールする要求が受信される。要求は、ＵＥ１０１上のボタ
ンを押下すること、もしくはノブを回転することによって、またはＵＥ１０１上のタッチ
画面の部分をタッチすることによって、行われてもよい。ステップ６０５において、通信
ウィジェット１０７は、スクロールの方向に依存して、現在の時間に向かって、またはそ
こから離れて移動する時系列を表示する。例えば、スクロールの方向が、過去の方向に向
かう場合、画面上の時系列は、現在の時間から離れて移動する。スクロールの方向が、現
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在の時間の方向に向かう場合、画面上の時系列は、現在の時間に向かって移動する。この
スクロールという特性は、特に、小さな画面を有し、このため通信履歴を表示するために
制限された空間を有するデバイスにおいて、有利である。次いで、通信履歴の時系列は、
画面のサイズにより、画面上に現在示されていない履歴の部分を現すようにスクロールす
ることができる。スクロールがステップ６０７において停止する時、時系列は、移動する
ことを停止し、ステップ６０９に示されるように、スクロールが停止した時点の時系列が
表示される。
【００３０】
　図７Ａは、一実施形態に従う、図３のプロセスにおいて利用されるユーザインターフェ
ースの図である。このユーザインターフェースは、通信ウィジェット１０７を使用して、
ＵＥ１０１の画面上に表示されてもよい。このユーザインターフェースはタイトルボック
ス７０１を有し、表示されているものが、ＵＥ１０１の当事者（例えば、Ａｄａｍ）と、
別の当事者（例えば、Ｊｏｈｎ）との間の通信履歴であることを示す。ユーザインターフ
ェース要素７０３は、ＵＥ１０１の当事者のプロファイルピクチャであり、これは、ユー
ザの写真、またはＵＥ１０１にアップロードされる任意の他のピクチャであってもよい。
ユーザインターフェース要素７０５は、ＵＥ１０１の当事者の名前を表示し、また、当事
者の場所（例えば、Ｓａｎ　Ｊｏｓｅ，ＣＡ）といった当事者に関連する情報を表示して
もよい。ユーザインターフェース要素７０７は、外部当事者のプロファイルピクチャであ
り、これは、外部当事者の写真、またはＵＥ１０１にアップロードされる任意の他のピク
チャであってもよい。ユーザインターフェース要素７０９は、外部当事者の名前を表示し
、また、当事者の場所（例えば、Ｂｏｓｔｏｎ，ＭＡ）といった外部当事者に関連する情
報を表示してもよい。公開セクション７１１および私的セクション７１３は、時系列７１
５を表示するための３次元セクションまたはチャネルを画定し、公開セクション７１１は
、公開通信を表示するための側壁（sidewall）を示し、私的セクション７１３は、私的通
信を表示するための床（floor）を示す。本実施形態において、７１１ａは、ＵＥ１０１
の当事者によって遂行された公開通信を表示し、７１１ｂは、外部当事者によって遂行さ
れた公開通信を表示する。さらに、７１３ａは、ＵＥ１０１の当事者によって開始される
私的通信を表示し、７１３ｂは、外部当事者によって開始される私的通信を表示する。こ
のため、本実施形態において、ＵＥ１０１の当事者およびその通信は、左側に位置し、外
部当事者およびその通信は、右側に位置する。公開通信および私的通信の３次元表示によ
り、ユーザは、各当事者による公開通信と私的通信とを容易に区別することができる。加
えて、時系列７１５は、スクロール７１６を使用して時系列の異なる部分を表示するよう
に、スクロールされてもよい。
【００３１】
　さらに、ユーザインターフェース要素７１７は、時系列７１５のカラーマップを示し、
より明るい色が、より最近の時間を意味する。時系列７１５において、通信の詳細が示さ
れてもよい。時系列７１５は、時系列７１５における対応する場所に対する、特定の時間
（例えば、１０月３０日７：００ＰＭ）を示す。さらに、図７に示されるように、私的セ
クション７１３は、ユーザによる容易な認識のために、電話、電子メール、およびピクチ
ャ内のテキストメッセージといった、通信タイプを示す。ユーザインターフェース要素７
１９は、１０月３０日の５：００ｐｍから６：００ＰＭのある時にＪｏｈｎから電話がか
けられたことを示す。７１９に示されるように、電話がかけられ、応対された時、実線は
、電話通信が成功したことを表すように示され、電話呼の合計時間（例えば、１２分）が
表示される。ユーザインターフェース要素７２１によって示されるように、電話がかけら
れたが、応対されなかった場合、破線は、電話通信が不成功であったことを表すように示
される。電子メールスレッドを示すユーザインターフェース要素７２３では、電子メール
が送信された時、電子メールのタイトルまたは件名が、時系列７１５において、スレッド
を表すように表示される。例えば、ユーザインターフェース要素７２３は、件名「Ｒｅ：
会議」を有する電子メールスレッドを表示しており、その件名の下で交換された３つの電
子メールをグループ化している。この実施例において、スレッドにおける電子メールの数
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は、電子メールアイコンの隣に表示された「３」という数によって示されている。時系列
７１５上の電子メールスレッドの場所は、このスレッド下の最新の電子メールの時間に基
づいて決定されてもよい。加えて、または代替として、スレッドは、スレッド内の他方の
電子メールのいずれかに対する時間、または時系列７１５上の複数の時間（例えば、スレ
ッド内の他方の電子メールのうちの１つ以上に対応する点）で表示されてもよい。
【００３２】
　また、ユーザインターフェース要素７２３によって示されるように、実線は、電子メー
ル通信が成功した（すなわち、受信者が、電子メールを開いた、または電子メールに応答
した）ことを表すように示される。一実施例において、破線は、電子メール通信が不成功
であった（すなわち、受信者が電子メールを開いていない、または電子メールに応答して
いない）こと表し、電子メールが開かれた時に、破線から実線に変わってもよい。時系列
７１５はまた、公開通信に関する情報を示す。例えば、ユーザインターフェース要素７２
５は、Ｔｗｉｔｔｅｒのステータスが、１０月３０日の６：００ｐｍから７：００ＰＭの
間のある時に更新されたことを示す。他のタイプの公開通信は、本実施形態において、Ｆ
ａｃｅｂｏｏｋに対してはＦＢ、およびＭｙＳｐａｃｅに対してはＭＳとして示されてい
る。ユーザインターフェース要素７２９は、公開通信の開始を示し、Ｆａｃｅｂｏｏｋ、
ＭｙＳｐａｃｅ、Ｔｗｉｔｔｅｒ等といった公開通信と対を成す。さらに、推奨ウィンド
ウ７２９は、Ｊｏｈｎに連絡するための推奨、およびＪｏｈｎに連絡するための推奨され
た方法（例えば、電子メール）を示す。
【００３３】
　図７Ｂは、一実施形態に従う、図３のプロセスにおいて利用されるユーザインターフェ
ースの図であり、ソーシャルネットワーキングサービスのみを示す。このユーザインター
フェースは、通信ウィジェット１０７を使用して、ＵＥ１０１の画面上に表示されてもよ
い。ソーシャルネットワーキングサービスを使用する通信の説明の目的上、私的セクショ
ン７１３内の私的通信は、図７Ｂに図示しない。図７Ｂにおけるユーザインターフェース
要素７０１～７１７は、図７Ａのユーザインターフェース要素７０１～７１７と同等であ
る。ユーザインターフェース要素７３１は、ＭｙＳｐａｃｅを使用して、ＡｄａｍからＪ
ｏｈｎに送信されたダイレクトメッセージを示す。ダイレクトメッセージは公開通信では
ないが、ＡｄａｍおよびＪｏｈｎに対してのみ示されているため、矢印は、私的セクショ
ン７１３を通過して、ＭｙＳｐａｃｅアイコンに到達する。ユーザインターフェース要素
７３３は、私的セクション７１３を通過する代わりに、私的セクション７１３上に掛かる
実線の弓形状の矢印を示すことによって、ＪｏｈｎがＡｄａｍのＦａｃｅｂｏｏｋステー
タスにコメントしたことを示す。私的セクション７１３上に掛かる矢印は、この通信が、
私的通信ではなく、公開通信であることを意味する。Ｆａｃｅｂｏｏｋステータスは、Ｆ
ａｃｅｂｏｏｋ上のユーザの全て、または選択されたグループによって見ることができる
ため、ステータスは、ＪｏｈｎとＡｄａｍとの間の私的通信ではない。同様に、ユーザイ
ンターフェース要素７３５において、点線の弓形の矢印は、ＡｄａｍがＪｏｈｎのステー
タスが「いいね！」であることを示すために使用される。ＡｄａｍのＪｏｈｎのステータ
スが「いいね！」であることはまた、私的通信ではなく、このため弓形の矢印が使用され
た。対照的に、ユーザインターフェース要素７３３によって示されるように、Ｊｏｈｎが
、ＡｄａｍにＦａｃｅｂｏｏｋのダイレクトメッセージを送信する時、これは、Ａｄａｍ
およびＪｏｈｎのみによって見ることができる私的通信であるため、この矢印は、私的セ
クション７１３を通過する。Ｔｗｉｔｔｅｒの場合、ユーザインターフェース要素７３８
によって示されるように、ＡｄａｍがＪｏｈｎの「つぶやき」に返信する時、弓形の矢印
は、この「つぶやき」がユーザのうちの選択されたグループに利用可能であるため、使用
された。しかしながら、７３９において、ＪｏｈｎがＴｗｉｔｔｅｒを使用してＡｄａｍ
にダイレクトメッセージを送信する時、このメッセージは、ＡｄａｍおよびＪｏｈｎによ
ってのみ見ることができるため、矢印は、私的セクション７１３を通過する。
【００３４】
　図７Ｃは、一実施形態に従う、個人がグループと通信する場合の、図３のプロセスにお
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いて利用された、ユーザインターフェースの図である。このユーザインターフェースは、
通信ウィジェット１０７を使用して、ＵＥ１０１の画面上に表示されてもよい。図７Ｃは
、時系列７１５の３次元表現の回転図であり、これは、図７Ａに示される３次元表現とは
異なる。この図は、自動で、またはユーザが時系列７１５の３次元表現の図を手動で回転
することによって、得られてもよい。示されるように、図７Ｃにおけるユーザインターフ
ェース要素７０１～７１７は、わずかな相違を伴って、図７Ａのユーザインターフェース
要素７０１～７１７と同等である。図７Ｃにおける公開セクション７１１は、グループで
あるＶＩＺグループにのみ利用可能であり、個人であるＡｄａｍには利用可能ではない。
個人がグループと通信する時、個人のステータスまたは個人のＴｗｉｔｔｅｒが、そのグ
ループに重要ではない場合がある。このため、この場合、ＡｄａｍのＦａｃｅｂｏｏｋの
ステータスまたはＴｗｉｔｔｅｒのつぶやきは、表示されない。しかしながら、それぞれ
、ユーザインターフェース要素７５１および７５３によって示されるように、個人である
Ａｄａｍはまた、グループであるＶＩＺグループのＦａｃｅｂｏｏｋのステータスまたは
Ｔｗｉｔｔｅｒのつぶやきにコメントすることができる。さらに、ユーザインターフェー
ス要素７５５によって示されるように、個人であるＡｄａｍは、グループであるＶＩＺグ
ループのＦａｃｅｂｏｏｋのステータスが「いいね！」である場合がある。個人であるＡ
ｄａｍはまた、７４７に示されるように、グループであるＶＩＺグループのＭｙＳｐａｃ
ｅにコメントしてもよい。加えて、７０９は、グループの名前、グループの場所、および
グループにおけるメンバの数を示してもよい。
【００３５】
　図８は、別の実施形態に従う、図３のプロセスにおいて利用されるユーザインターフェ
ースの図である。このユーザインターフェースは、通信ウィジェット１０７を使用して、
ＵＥ１０１の画面上に表示されてもよい。図８におけるユーザインターフェース要素７０
１～７１５および７１９～７２９は、図７Ａのユーザインターフェース要素７０１～７１
５および７１９～７２９と同等である。図８は、図７Ａとは異なる視覚化手法を示す。示
されているように、フラグは、公開セクション８１１における通信を表し、大きな矢印は
、私的セクション８１３における通信を表すために使用される。さらに、時系列８１５は
、斜め方向において表示される。このため本実施形態は、図７Ａにおける時系列７１５よ
りも長い時系列を表現することができ得る。
【００３６】
　通信履歴を提示するための本明細書において説明されるプロセスは、ソフトウェア、ハ
ードウェア（例えば、汎用プロセッサ、デジタル信号処理（ＤＳＰ）チップ、特定用途向
け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）等
）、ファームウェア、またはこれらの組み合わせを介して、有利に実装され得る。説明さ
れた機能を遂行するためのかかる例示的なハードウェアを、以下で詳述する。
【００３７】
　図９は、本発明の実施形態が実装され得る、コンピュータシステム９００を例示する。
コンピュータシステム９００は、特定のデバイスまたは機器に関して描写されているが、
図９内の他のデバイスまたは機器（例えば、ネットワーク要素、サーバ等）は、システム
９００の例示されたハードウェアおよび構成要素によって展開することができる。コンピ
ュータシステム９００は、本明細書において説明されるように、通信履歴を提示するよう
に、（例えば、コンピュータプログラムコードまたは命令によって）プログラムされ、コ
ンピュータシステム９００の他の内部構成要素と外部構成要素との間で情報を渡すために
、バス９１０といった通信機構を含む。情報（データとも呼ばれる）は、典型的には、電
圧であるが、他の実施形態において、磁気、電磁、気圧、化学、生物学、分子、原子、素
粒子、および量子相互作用といった、現象を含む、測定可能な現象の物理表現として表さ
れる。例えば、ＮおよびＳの磁場やゼロおよび非ゼロ電圧は、バイナリ桁（ビット）の２
つの状態（０、１）を表す。他の現象は、より高い基数の桁を示し得る。測定前の複数の
同時の量子状態の重ね合わせは、量子ビット（キュービット）を表す。１つ以上の桁のシ
ーケンスは、文字に対する数またはコードを表すために使用される、デジタルデータを構
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成する。一部の実施形態において、アナログデータと呼ばれる情報は、特定の範囲内の測
定可能な値の準連続体によって表される。コンピュータシステム９００、またはその一部
分は、通信履歴を提示する１つ以上のステップを遂行するための手段を構成する。
【００３８】
　バス９１０は、情報が、バス９１０に連結されるデバイス間で迅速に転送されるように
、情報の１つ以上の平行導体を含む。情報を処理するための１つ以上のプロセッサ９０２
は、バス９１０と連結される。
【００３９】
　プロセッサ９０２は、通信履歴を提示することに関連するコンピュータプログラムコー
ドの指示に従って、情報に対して一連の演算を遂行する。コンピュータプログラムコード
は、指定された機能を遂行するように、プロセッサおよび／またはコンピュータシステム
の動作に対する命令を提供する、一組の命令またはステートメントである。例えば、コー
ドは、プロセッサのネイティブ命令セットにコンパイルされる、コンピュータプログラミ
ング言語で書かれてもよい。コードはまた、ネイティブ命令セット（例えば、機械言語）
を使用して、直接書かれてもよい。一組の演算は、バス９１０から情報を取り入れること
と、情報をバス９１０上に配置することとを含む。一組の演算はまた、典型的に、２つ以
上の情報単位を比較することと、情報単位の位置をシフトすることと、例えば、加算もし
くは乗算、またはＯＲ、排他的ＯＲ（ＸＯＲ）、およびＡＮＤのような論理演算によって
、２つ以上の情報単位を組み合わせることと、を含む。プロセッサによって遂行すること
ができる一組の演算の各演算は、１つ以上の桁の演算コードといった、命令と呼ばれる情
報によって、プロセッサに対して表される。演算コードのシーケンスといった、プロセッ
サ９０２によって実行されるべき演算のシーケンスは、コンピュータシステム命令、また
は単にコンピュータ命令とも呼ばれる、プロセッサ命令を構成する。プロセッサは、単独
で、または組み合わせて、とりわけ、機械、電気、磁気、光学、化学、または量子構成要
素として実装されてもよい。
【００４０】
　コンピュータシステム９００はまた、バス９１０に連結されるメモリ９０４を含む。ラ
ンダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）または他の動的記憶デバイスといった、メモリ９０４は
、通信履歴を提示するためのプロセッサ命令を含む、情報を記憶する。動的メモリは、そ
の中に記憶される情報が、コンピュータシステム９００によって変更されることを可能に
する。ＲＡＭは、メモリアドレスと呼ばれる場所に記憶される情報単位が、近隣のアドレ
スの情報とは独立して、記憶され、読み出されることを可能にする。メモリ９０４はまた
、プロセッサ命令の実行中に、一時的な値を記憶するように、プロセッサ９０２によって
使用される。コンピュータシステム９００はまた、コンピュータシステム９００によって
変更されない命令を含む、静的情報を記憶するために、バス９１０に接続される、読取専
用メモリ（ＲＯＭ）９０６または他の静的記憶デバイスを含む。一部のメモリは、電力を
喪失した時に、その中に記憶される情報を喪失する、揮発性記憶装置から成る。コンピュ
ータシステム９００がオフにされるか、またはそうでなければ電力を喪失する時でさえ持
続する命令を含む、情報を記憶するための、磁気ディスク、光学ディスク、またはフラッ
シュカードといった、非揮発性（持続性）記憶デバイス９０８もまた、バス９１０に接続
される。
【００４１】
　通信履歴を提示するための命令を含む情報は、外部入力デバイス９１２からバス９１０
に提供され、プロセッサにより使用される。外部入力デバイス９１２は、ユーザによって
操作される英数字キーやセンサを備えるキーボードのようなものであることができる。セ
ンサは、その近傍の条件を検出し、それらの検出を、コンピュータシステム９００におい
て、情報を表すために使用される、測定可能な現象と互換性のある、物理表現に変換する
。主にヒトと相互作用するために使用される、バス９１０に接続される他の外部デバイス
としては、テキストもしくは画像を提示するための陰極線管（ＣＲＴ）もしくは液晶ディ
スプレイ（ＬＣＤ）、またはプラズマ画面もしくはプリンタといった、表示デバイス９１
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４、およびディスプレイ９１４上に提示される小さなカーソル画像の位置を制御し、ディ
スプレイ９１４上に提示されるグラフィック要素に関連付けられるコマンドを発行するた
めの、マウスもしくはトラックボールもしくはカーソル方向キー、または運動センサとい
った、ポインティングデバイス９１６が挙げられる。一部の実施形態において、例えば、
コンピュータシステム９００が、ヒトの入力を伴わずに、自動で、全ての機能を遂行する
実施形態において、外部入力デバイス９１２、表示デバイス９１４、およびポインティン
グデバイス９１６のうちの１つ以上は、省略される。
【００４２】
　例示される実施形態において、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）９２０といった特殊
用途ハードウェアが、バス９１０に連結される。特殊用途ハードウェアは、特殊用途に対
して十分に迅速に、プロセッサ９０２によって遂行されない動作を遂行するように構成さ
れる。特定用途向けＩＣの例としては、ディスプレイ９１４に対して画像を生成するため
のグラフィックアクセラレータカード、ネットワーク上で送信されるメッセージを暗号化
および復号するための暗号ボード、音声認識、ならびにハードウェアにおいてより効率的
に実装される、一部の複雑な動作シーケンスを繰り返して遂行する、ロボットアームや医
療用走査機器といった、特別な外部デバイスへのインターフェースが挙げられる。
【００４３】
　コンピュータシステム９００はまた、バス９１０に連結される通信インターフェース９
７０の１つ以上のインスタンスを含む。通信インターフェース９７０は、プリンタ、スキ
ャナ、および外部ディスクといった、それら自身のプロセッサとともに動作する多様な外
部デバイスに、１方向または双方向通信接続を提供する。この接続は、一般的に、ネット
ワークリンク９７８との間で確立される。ネットワークリンク９７８は、自身でプロセッ
サを有する多様な外部デバイスが接続される、ローカルネットワーク９８０に接続される
。例えば、通信インターフェース９７０は、パーソナルコンピュータ上のパラレルポート
もしくはシリアルポート、またはユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ポートであっても
よい。一部の実施形態において、通信インターフェース９７０は、総合サービスデジタル
ネットワーク（ＩＳＤＮ）カードもしくはデジタル加入者回線（ＤＳＬ）カード、または
対応するタイプの電話線に情報通信接続を提供する電話モデムである。一部の実施形態に
おいて、通信インターフェース９７０は、バス９１０上の信号を、同軸ケーブル上の通信
接続のための信号、または光ファイバケーブル上の通信接続のための光学信号に変換する
、ケーブルモデムである。別の実施例として、通信インターフェース９７０は、イーサネ
ットといった互換性のあるＬＡＮに、データ通信接続を提供するためのローカルエリアネ
ットワーク（ＬＡＮ）カードであってもよい。ワイヤレスリンクもまた、実装されてもよ
い。ワイヤレスリンクに関して、通信インターフェース９７０は、デジタルデータといっ
た情報流を担持する、赤外線および光学信号を含む、電気、音響、または電磁信号を送信
する、または受信する、または送信および受信の両方をする。例えば、携帯電話のような
移動電話といった、ワイヤレスハンドヘルドデバイスにおいて、通信インターフェース９
７０は、無線送受信器と呼ばれる、無線帯域電磁伝送器および受信器を含む。ある実施形
態において、通信インターフェース９７０は、通信履歴を提示するために、通信ネットワ
ーク１０５への接続を可能にする。
【００４４】
　本明細書において使用される「コンピュータ可読媒体」という用語は、実行のための命
令を含む、プロセッサ９０２への情報の提供に関与する、任意の媒体を指す。かかる媒体
は、コンピュータが読取可能な記憶媒体（例えば、非揮発性媒体、揮発性媒体）、および
伝送媒体を含むが、これらに限定されない、多くの形態を採ってもよい。非揮発性媒体と
いった非一過性媒体としては、例えば、記憶デバイス９０８といった光学もしくは磁気デ
ィスクが挙げられる。揮発性媒体としては、例えば、動的メモリ９０４が挙げられる。伝
送媒体としては、例えば、同軸ケーブル、銅ワイヤ、光ファイバケーブル、および無線、
光学、および赤外線波を含む、音波および電磁波といった、ワイヤもしくはケーブルを伴
わずに空間を通って移動する搬送波が挙げられる。信号は、伝送媒体を通って伝送される
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、振幅、周波数、位相、極性、または他の物理特性における、人為的な過渡変動を含む。
一般的な形態のコンピュータ可読媒体としては、例えば、フロッピーディスク、フレキシ
ブルディスク、ハードディスク、磁気テープ、任意の他の磁気媒体、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ
ＲＷ、ＤＶＤ、任意の他の光学媒体、パンチカード、紙テープ、光学マークシート、孔も
しくは他の光学的に認識可能な標識のパターンを有する任意の他の物理媒体、ＲＡＭ、Ｐ
ＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ、ＦＬＡＳＨ－ＥＰＲＯＭ、任意の他のメモリチップもしくはカート
リッジ、搬送波、またはコンピュータが読み取ることができる任意の他の媒体が挙げられ
る。コンピュータが読取可能な記憶媒体という用語は、伝送媒体を除く、任意のコンピュ
ータ可読媒体を指すように、本明細書において使用される。
【００４５】
　１つ以上の有形媒体に符号化された論理は、コンピュータが読取可能な記憶媒体、およ
びＡＳＩＣ９２０といった特殊用途ハードウェア上のプロセッサ命令のうちの一方または
両方を含む。
【００４６】
　ネットワークリンク９７８は、典型的に、情報を使用または処理する他のデバイスに、
１つ以上のネットワークを通って、伝送媒体を使用して、情報通信を提供する。例えば、
ネットワークリンク９７８は、ローカルネットワーク９８０を通って、ホストコンピュー
タ９８２へ、またはインターネットサービスプロバイダ（ＩＳＰ）によって動作する機器
９８４へ、接続を提供してもよい。ＩＳＰ機器９８４は同様に、現在では一般的にインタ
ーネット９９０と称されるネットワークの公的でグローバルなパケット交換通信ネットワ
ークを通って、データ通信サービスを提供する。
【００４７】
　インターネットに接続される、サーバホスト９９２と呼ばれるコンピュータは、インタ
ーネット上で受信される情報に応答して、サービスを提供するプロセスをホストする。例
えば、サーバホスト９９２は、ディスプレイ９１４での提示のためにビデオデータを表す
情報を提供するプロセスをホストする。システム９００の構成要素は、他のコンピュータ
システム、例えば、ホスト９８２およびサーバ９９２内で、種々の構成において展開する
ことができる。
【００４８】
　本発明の少なくとも一部の実施形態は、本明細書において説明される技術のうちの一部
または全てを実装するための、コンピュータシステム９００の使用に関連する。本発明の
一実施形態によると、それらの技術は、メモリ９０４に格納される、１つ以上のプロセッ
サ命令の１つ以上のシーケンスを実行する、プロセッサ９０２に応答して、コンピュータ
システム９００によって遂行される。コンピュータ命令、ソフトウェア、およびプログラ
ムコードとも呼ばれる、かかる命令は、記憶デバイス９０８またはネットワークリンク９
７８といった、別のコンピュータ可読媒体から、メモリ９０４に読み込まれる。メモリ９
０４に格納される命令シーケンスの実行は、プロセッサ９０２に、本明細書において説明
される方法ステップのうちの１つ以上を遂行させる。代替的な実施形態において、ＡＳＩ
Ｃ９２０といったハードウェアは、本発明を実装するように、ソフトウェアの代わりに、
またはそれと組み合わせて、使用されてもよい。このため、本発明の実施形態は、本明細
書において別途明記されない限り、ハードウェアおよびソフトウェアの任意の特定の組み
合わせに限定されない。
【００４９】
　通信インターフェース９７０を通って、ネットワークリンク９７８および他のネットワ
ーク上で伝送される信号は、コンピュータシステム９００へ、およびコンピュータシステ
ム９００から情報を搬送する。コンピュータシステム９００は、とりわけネットワーク９
８０、９９０を通って、ネットワークリンク９７８および通信インターフェース９７０を
通って、プログラムコードを含む情報を送信および受信することができる。インターネッ
ト９９０を使用する実施例において、サーバホスト９９２は、インターネット９９０、Ｉ
ＳＰ機器９８４、ローカルネットワーク９８０、および通信インターフェース９７０を通
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って、コンピュータ９００から送信されるメッセージによって要求される、特定のアプリ
ケーションに対するプログラムコードを伝送する。受信されたコードは、受信される際に
、プロセッサ９０２によって実行されてもよく、または、後の実行のために、メモリ９０
４に、または記憶デバイス９０８もしくは他の非揮発性記憶装置、あるいは両方に記憶さ
れてもよい。このように、コンピュータシステム９００は、搬送波上の信号の形態で、ア
プリケーションプログラムコードを得てもよい。
【００５０】
　種々の形態のコンピュータ可読媒体は、命令もしくはデータまたは両方の１つ以上のシ
ーケンスを、実行のためにプロセッサ９０２に搬送することに関与されてもよい。例えば
、命令およびデータは、最初、ホスト９８２といったリモートコンピュータの磁気ディス
ク上に担持されてもよい。リモートコンピュータは、命令およびデータを、その動的メモ
リの中へロードし、モデムを使用して、電話線上で命令およびデータを送信する。コンピ
ュータシステム９００にローカルなモデムは、電話線上で命令およびデータを受信し、ネ
ットワークリンク９７８として機能する赤外線搬送波上で、命令およびデータを信号に変
換するために、赤外線伝送器を使用する。通信インターフェース９７０として機能する赤
外線検出器は、赤外線信号に担持される命令およびデータを受信し、命令およびデータを
表す情報を、バス９１０上に配置する。バス９１０は、情報を、プロセッサ９０２が、命
令を読み出し、命令とともに送信されるデータのうちの一部を使用して、命令を実行する
、メモリ９０４へ搬送する。メモリ９０４に受信された命令およびデータは、実施形態に
よっては、プロセッサ９０２による実行の前または後のいずれかに、記憶デバイス９０８
上に記憶されてもよい。
【００５１】
　図１０は、本発明の実施形態が実装され得る、チップセット１０００を例示する。チッ
プセット１０００は、本明細書において説明されるように、通信履歴を提示するようにプ
ログラムされ、例えば、１つ以上の物理パッケージ（例えば、チップ）に組み込まれる、
図９に関して説明される、プロセッサ、およびメモリ構成要素を含む。例として、物理パ
ッケージは、物理強度、サイズの保存、および／または電気的相互作用の制限といった、
１つ以上の特徴を提供するように、構造的アセンブリ（例えば、ベースボード）上の１つ
以上の材料、構成要素、および／またはワイヤによる構成を含む。ある実施形態において
、チップセットは、単一のチップにおいて実装することができる。チップセット１０００
、またはその一部分は、通信履歴を提示する１つ以上のステップを遂行するための手段を
構成する。
【００５２】
　一実施形態において、チップセット１０００は、チップセット１０００の構成要素間で
情報を渡すための、バス１００１といった通信機構を含む。プロセッサ１００３は、命令
を実行し、例えば、メモリ１００５に記憶される情報を処理するために、バス１００１へ
の接続を有する。プロセッサ１００３は、各コアが独立して遂行するように構成される、
１つ以上の処理コアを備えてもよい。マルチコアプロセッサは、単一の物理パッケージ内
での多重処理を可能にする。マルチコアプロセッサの例は、２つ、４つ、８つ以上の数の
処理コアを含む。代替として、または加えて、プロセッサ１００３は、命令の独立した実
行、パイプライン化、およびマルチスレッド化を可能にするように、バス１００１を介し
て、縦列して構成される、１つ以上のマイクロプロセッサを備えてもよい。プロセッサ１
００３はまた、１つ以上のデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）１００７、または１つ以上
の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）１００９といった、ある処理機能およびタスクを遂
行するための１つ以上の特殊化した構成要素を伴ってもよい。ＤＳＰ１００７は、典型的
に、プロセッサ１００３とは独立して、リアルタイムで現実世界の信号（例えば、音）を
処理するように構成される。同様に、ＡＳＩＣ１００９は、汎用プロセッサによっては容
易に遂行されない、特殊化した機能を遂行するように構成することができる。本明細書に
おいて説明される本発明の機能を遂行する上で支援するための他の特殊化した構成要素と
しては、１つ以上のフィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）（図示せ



(20) JP 5599898 B2 2014.10.1

10

20

30

40

50

ず）、１つ以上のコントローラ（図示せず）、または１つ以上の他の特殊用途コンピュー
タチップが挙げられる。
【００５３】
　プロセッサ１００３および付属構成要素は、バス１００１を介して、メモリ１００５へ
の接続を有する。メモリ１００５は、実行される時に、通信履歴を提示するように、本明
細書において説明される本発明のステップを遂行する、実行可能な命令を記憶するための
、動的メモリ（例えば、ＲＡＭ、磁気ディスク、書き込み可能な光学ディスク等）、およ
び静的メモリ（例えば、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等）の両方を含む。メモリ１００５はまた
、本発明のステップの実行に関連付けられる、または本発明のステップによって生成され
る、データを記憶する。
【００５４】
　図１１は、一実施形態に従う、図１のシステムを動作させることができる、通信のため
の移動端末（例えば、ハンドセット）の例示的な構成要素の図である。一部の実施形態に
おいて、移動端末１１００、またはその一部分は、通信履歴を提示する１つ以上のステッ
プを遂行するための手段を構成する。一般的に、無線受信器は、しばしば、フロントエン
ドおよびバックエンドの特性に関連して定義される。受信器のフロントエンドは、無線周
波数（ＲＦ）回路の全てを包含するが、バックエンドは、ベースバンド処理回路の全てを
包含する。本出願において使用される際、「回路」という用語は、（１）ハードウェアの
みの実装（アナログおよび／またはデジタル回路のみにおける実装といった）、ならびに
（２）回路およびソフトウェア（及び／又は、ファームウェア）の組み合わせ（特定のコ
ンテクストに該当する場合、移動電話もしくはサーバといった装置に、種々の機能を遂行
させるように協働する、デジタル信号プロセッサ（複数を含む）、ソフトウェア、および
メモリ（複数を含む）を含む、プロセッサ（複数を含む）の組み合わせといった）の両方
を指す。「回路」のこの定義は、いずれの請求項も含む、本出願におけるこの用語の全て
の使用に該当する。さらなる実施例として、本出願において使用される際、および特定の
コンテクストに該当する場合、「回路」という用語はまた、単に、プロセッサ（もしくは
複数のプロセッサ）、およびその（もしくはそれらの）付属ソフトウェア／またはファー
ムウェアの実装を網羅する。「回路」という用語はまた、特定のコンテクストに該当する
場合、例えば、移動電話におけるベースバンド集積回路もしくはアプリケーションプロセ
ッサ集積回路、またはセルラネットワークデバイスもしくは他のネットワークデバイスに
おける類似の集積回路を網羅する。
【００５５】
　電話に関連する内部構成要素は、主制御ユニット（ＭＣＵ）１１０３と、デジタル信号
プロセッサ（ＤＳＰ）１１０５と、マイクロホン利得制御ユニットおよびスピーカ利得制
御ユニットを含む、受信器／伝送器ユニットと、を含む。主表示ユニット１１０７は、通
信履歴を提示するステップを遂行またはサポートする、種々のアプリケーションおよび移
動端末機能をサポートして、ユーザに表示を提供する。ディスプレイ１１０７は、移動端
末（例えば、移動電話）のユーザインターフェースのうちの少なくとも一部分を表示する
ように構成される、表示回路を含む。加えて、ディスプレイ１１０７および表示回路は、
移動端末の少なくとも一部の機能のユーザ制御を円滑化するように構成される。オーディ
オ機能回路１１０９は、マイクロホン１１１１と、マイクロホン１１１１からの音声信号
出力を増幅するマイクロホン増幅器と、を含む。マイクロホン１１１１からの増幅された
音声信号出力は、符号器／復号器（ＣＯＤＥＣ）１１１３に送給される。
【００５６】
　無線セクション１１１５は、アンテナ１１１７を介して、移動通信システムに含まれる
基地局と通信するために、電力を増幅し、周波数を変換する。電力増幅器（ＰＡ）１１１
９および伝送器／変調回路は、当該技術分野において知られるように、デュプレクサ１１
２１またはサーキュレータもしくはアンテナスイッチに連結されるＰＡ１１１９からの出
力を伴って、ＭＣＵ１１０３に動作可能に応答する。ＰＡ１１１９はまた、バッテリイン
ターフェースおよび電力制御ユニット１１２０に接続される。
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【００５７】
　使用中、移動端末１１０１のユーザは、マイクロホン１１１１に向かって話し、任意の
検出された背景雑音とともに、ユーザの音声は、アナログ電圧に変換される。次いで、ア
ナログ電圧は、アナログ／デジタル変換器（ＡＤＣ）１１２３を通って、デジタル信号に
変換される。制御ユニット１１０３は、音声符号化、チャネル符号化、暗号化、およびイ
ンターリービングといった、その中での処理のために、デジタル信号をＤＳＰ１１０５に
発送する。一実施形態において、処理された音声信号は、ＥＤＧＥ、汎用パケット無線サ
ービス（ＧＰＲＳ）、移動通信用グローバルシステム（ＧＳＭ）、インターネットプロト
コルマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）、ユニバーサル移動通信システム（ＵＭＴＳ
）等、ならびに任意の他の好適なワイヤレス媒体、例えば、マイクロ波アクセス（ＷｉＭ
ＡＸ）、長期展開（ＬＴＥ）ネットワーク、符号分割多重アクセス（ＣＤＭＡ）、広帯域
符合分割多重アクセス（ＷＣＤＭＡ）、ワイヤレスフィデリティ（ＷｉＦｉ）、衛星、お
よび同じようなセルラ伝送プロトコルを使用して、別個には図示されていないユニットに
よって、符号化される。
【００５８】
　次いで、符号化された信号は、位相および振幅歪みといった、空気を通っての伝送中に
生じる、様々な周波数依存性障害の補償のための等化器１１２５に送られる。ビット流を
等化した後、変調器１１２７は、信号を、ＲＦインターフェース１１２９において生成さ
れるＲＦ信号と組み合わせる。変調器１１２７は、周波数または位相変調を経て正弦波を
生成する。伝送のための信号を準備するために、アップコンバータ１１３１は、所望の伝
送周波数を得るために、変調器１１２７からの正弦波出力を、合成器１１３３によって生
成される別の正弦波と組み合わせる。次いで、信号は、信号を適切な電力レベルまで増幅
するべく、ＰＡ１１１９を通って送信される。実際的なシステムにおいて、ＰＡ１１１９
は、可変利得増幅器として作用し、その利得は、ネットワーク基地局から受信される情報
から、ＤＳＰ１１０５によって制御される。次いで、信号は、デュプレクサ１１２１にお
いてフィルタされ、実施形態によっては、インピーダンスを整合して最大電力転送を提供
するように、アンテナ結合器１１３５に送信される。最後に、信号は、アンテナ１１１７
を介して、ローカル基地局に伝送される。受信器の最終段階の利得を制御するために、自
動利得制御（ＡＧＣ）を設けてもよい。信号は、そこから、公衆交換電話ネットワーク（
ＰＳＴＮ）や他のテレフォニーネットワークに接続される、別のセルラ電話や他の移動電
話、固定電話等のリモートの電話に転送されてもよい。
【００５９】
　移動端末１１０１に伝送される音声信号は、アンテナ１１１７を介して受信され、即座
に、低雑音増幅器（ＬＮＡ）１１３７によって増幅される。復調器１１４１が、ＲＦを除
去して、デジタルビット流のみを残す間に、ダウンコンバータ１１３９は、搬送波周波数
を低下させる。次いで、信号は、等化器１１２５を通過し、ＤＳＰ１１０５によって処理
される。デジタル／アナログ変換器（ＤＡＣ）１１４３は、信号を変換し、得られた出力
は、スピーカ１１４５を通ってユーザに伝送され、これらは全て中央処理ユニット（ＣＰ
Ｕ）（図示せず）として実装することができる、主制御ユニット（ＭＣＵ）１１０３の制
御下で行われる。
【００６０】
　ＭＣＵ１１０３は、キーボード１１４７からの入力信号を含む、種々の信号を受信する
。他のユーザ入力構成要素（例えば、マイクロホン１１１１）と組み合わせて、キーボー
ド１１４７および／またはＭＣＵ１１０３は、ユーザ入力を管理するためのユーザインタ
ーフェース回路を備える。ＭＣＵ１１０３は、通信履歴を提示するために、移動端末１１
０１の少なくとも一部の機能のユーザ制御を円滑化するように、ユーザインターフェース
ソフトウェアを実行させる。ＭＣＵ１１０３はまた、ディスプレイコマンドおよび切替コ
マンドを、ディスプレイ１１０７に、および音声出力切替コントローラに、それぞれ伝達
する。さらに、ＭＣＵ１１０３は、ＤＳＰ１１０５と情報を交換し、実施形態によって組
み込まれるＳＩＭカード１１４９およびメモリ１１５１にアクセスすることができる。加
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えて、ＭＣＵ１１０３は、端末に必要とされる種々の制御機能を実行する。ＤＳＰ１１０
５は、実装に依存して、音声信号における、多様な従来のデジタル処理機能のうちのいず
れも遂行してもよい。加えて、ＤＳＰ１１０５は、マイクロホン１１１１によって検出さ
れる信号から、ローカル環境の背景雑音レベルを決定し、マイクロホン１１１１の利得を
、移動端末１１０１のユーザの自然な傾向を補償するために選択されるレベルに設定する
。
【００６１】
　ＣＯＤＥＣ１１１３は、ＡＤＣ１１２３と、ＤＡＣ１１４３とを含む。メモリ１１５１
は、着信呼音データを含む種々のデータを記憶し、例えば、グローバルなインターネット
を介して受信される音楽データを含む、他のデータを記憶することができる。ソフトウェ
アモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、レジスタ、または当該技術分野にお
いて知られる任意の他の形態の書き込み可能な記憶媒体に存在し得る。メモリデバイス１
１５１は、単一のメモリ、ＣＤ、ＤＶＤ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＥＥＰＲＯＭ、光学記憶装置
、またはデジタルデータを記憶することができる任意の他の非揮発性記憶媒体であっても
よいが、これらに限定されない。
【００６２】
　任意に組み込まれたＳＩＭカード１１４９は、例えば、セルラ電話番号、搬送波供給サ
ービス、加入詳細、およびセキュリティ情報といった、重要な情報を担持する。ＳＩＭカ
ード１１４９は、主に、無線ネットワーク上の移動端末１１０１を同定するように機能す
る。カード１１４９はまた、個人用電話番号レジストリ、テキストメッセージ、およびユ
ーザ固有移動端末設定を記憶するためのメモリを格納する。
【００６３】
　本発明を、いくつかの実施形態および実装と併せて説明してきたが、本発明はそのよう
に限定されず、添付の請求項の範囲内にある、種々の明らかな修正および同じような構成
をその範囲に含む。本発明の特性は、請求項間のある組み合わせにおいて表されるが、こ
れらの特性は任意の組み合わせおよび順序において構成することができる。
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